
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10月15日～31日、毎年恒例となった 
10月イベント「わくわくハロウィンスタン
プラリー」を開催し400名のお客様が参
加されました。園内4か所に設置された
スタンプとお菓子の名前を集めるとお
菓子とハロウィンえんぴつ・シールを 
プレゼント！ 
秋空の下、家族一緒にスタンプラリーを
する様子が多くみられました。 
 

第38回理科教室開催 
テーマ「風に向かって走れ！ウインドカー」 

わくわくハロウィン 
スタンプラリー 

2011年5月にオープンして約3年半となるこまつの杜では、 
10月31日、ついに20万人のお客様を迎えることができました！ 
 
記念すべき20万人目の来園者は石川県小松市の菊川さんご夫妻。 
菊川さんご夫妻には記念品として960Eミニチュアとわくわくコマツ館 
オリジナルグッズ、花束を贈呈しました。 
930Eダンプトラック試乗、ミニショベルを体験し、更には今年復元された 
「農民車コマツ」にも特別に試乗していただきました。 
 
今後もますますたくさんのお客様に来ていただけるよう、楽しい企画を 
準備して皆さまのお越しを心よりおまちしております。 

10月12日 
秋の青空の下「わくわく秋祭り」を開催。 
小松駅周辺ではどんどん祭りも行われており、 
約5,700人のお客様が来園されました。 
 

当日は、930E試乗やミニショベル体験の時間を 
拡大したほか、理科実験や工作、そして、 
博士が登場するビックリショーを行いました！ 
中でも大人気だったのが「たまご落とし大実験」。 
紙コップとストロー3本、輪ゴム、A4の紙1枚を使い 
卵を2.5mの高さから落としても割れない容器を 
作り実際に落としてみる、というもの。 
お父さんお母さんと一緒に考えながら真剣に 
卵の容器をつくっている様子もみられました。 
結果、半数が卵が割れず成功しましたよ！ 

10月25日、 
「風に向かって走れ！ウインドカー」（共催：公益社団法人自動車技術会中部支部）に 
県内の小学生15名が参加しました。 
どうしたらパワーアップするか真剣に考えながら、羽の枚数を増やしてみたり、車輪に 
摩擦が起きるようにしながら自分だけのウインドカーを改良し、みんなでタイムアタック！ 
最後に決勝戦も行い、みんな一生懸命うちわをあおいでウインドカーを走らせました。 

卵が割れない 
容器を考え中・・・ 


